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地震（現象解明）

多階層アスペリティモデルの地震サイクル計算と粗視化
1(3)
ERI_02

断層構造の不均質構造をどこまで取
り入れるべきかを検討したものである。
階層的なアスペリティをもつ断層モデル
（左）の地震サイクルを計算し、平滑化
したモデル（右）と比較し、その影響を
調べた。

その結果、平滑化しても地震の基本
的なスケーリング則は保たれる一方、
サイクル挙動は単純化され、地震ごと
の多様性は失われることが示された．



地震（現象解明）

御嶽山における火山性地震のメカニズム解の時間変化
1(5)イ
NGY_02

火山性微動の発生（1/21）
メカニズム解と広域応力場との整合性

地震タイプの変化

御嶽山の火山性群発地震
の解析により、地震火山の
分野横断的な視点での研
究が進展した。

 1月21日の微動発生前後でメ
カニズム解のタイプが大きく
変化した。

 応力場から流体圧を把握す
る概念モデルを提示した。

噴火に至らなかった今回
の活動でも，2014年噴火
時と同様に、火山性流体
の上昇及び減圧過程が進
行していた。



地震（長期予測）

過去３回の南海地震に伴う高知県の地盤昇降
2(1)ア
HMEV_02

1707年宝永・1854年安政・
1946年昭和の南海地震につい

て、高知県の海岸昇降データ
から、時間予測モデルの適合
性を調べた。

室津・高知・上ノ加江

適合するが、次回地震発生時
期には30年程度のばらつきが
ある

土佐清水
適合しない

→モデルは一定の説明力を持

つが、発生時期の推定には不
確実性が伴う。



拡張カルマンフィルタを用いた阿蘇火山火口直下の状態推定
2(3)
KUS_02

火山

観測データをエネルギー収支という物理制約のもとで統合する手法を構築した。阿蘇山中岳第一火口周辺で観
測されたデータに本手法を適用した結果、活動期には深部からの熱供給の顕著な上昇が推定され、短期的に累
積エンタルピー（H）の時間変化が正となる期間を確認した。これは、噴火期に先立ち地下の熱供給が増加する
可能性を示唆する。

計算に用いたデータ

地磁気変化

噴煙高度

ガス（SO2）
放出量

 観測方程式には地磁気全磁力、SO2放出量、噴煙高度を用い、地下の熱エネルギー残高（累積エンタルピー） H に比例して磁場
が変化すると仮定。

 Hの時間変化を、深部からの熱供給、SO2放出および噴煙対流による熱損失で表し、これらを状態空間モデルとして定式化。
 拡張カルマンフィルタを適用することで、H と深部熱供給量を逐次推定した。



東日本大震災の生活復興カレンダー(2024年1月(震災13年))
4(2)
HYKN01

防災リテラシー

東日本大震災の被災者を
対象に、「生活復興カレン
ダー」手法による発災13年
後の大規模調査を実施し、
生活再建の詳細な時系列
を可視化した。さらに阪神・
淡路大震災との比較から、
災害の種類や規模を超え
て共通する生活復興の5段
階プロセスを明らかにした。
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① 被害の全体像がつかめた (n=1340)

② もう安全だと思った (n=1333)

③ 不自由な暮らしが当分続くと覚悟した (n=1333)

④ 仕事がもとに戻った (n=1128)

⑤ すまい問題が最終的に解決した (n=1180)

⑥ 家計への災害の影響がなくなった (n=1165)

⑦ 毎日の生活が落ち着いた (n=1326)

⑧ 地域の活動がもとに戻った (n=1155)

⑨ 自分が被災者だと意識しなくなった (n=1160)

⑩ 地域経済が災害の影響を脱した (n=1142)

⑪ 地域の道路がもとに戻った (n=1162)

仕事/学校
が復旧

家計は8割

被災者意識
は4分の3
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地域経済
は6割

地域経済は
7年数日で被害の全体像をつかむ ③ ⑫④ ⑩⑨⑦

⑥
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被災者意識
は1年②

⑫ 地域の学校がもとに戻った (n=1051)

道路が復旧して
地域活動が再開

⑤

すまいの問題が
解決して⽣活が
落ち着く

数週間で⻑期間の不
自由な暮らしを覚悟

地域活動は
9割

⑫ 97.1

その項目が達成された時期︓「そ
う感じた/そう思ったと回答した
人が50%を超えた時期」と定義

調査時点(震災後13年)の状況︓
図の右端の数字や文字
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『佐渡国略記』の史料学的検討と地震関連記事の検証
1(1)ア
NGT_01

各地の史料保存機関に所蔵される史資料の調査と分析，既刊の地震・火山噴火
史料集に所収される史料の原本調査に基づく校訂作業を実施した。

・相川町年寄の伊藤三右衛門３代の記録
・日記同様の同時代史料
・『佐渡年代記』は『佐渡国略記』を典拠
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〇宇佐美龍夫ほか2013
・『佐渡年代記』から、佐渡を中心とした地震とする。
・「登龍」を地震による津波とみて、この地震が佐渡沖を

震源とするものと考えている
○『佐渡国略記』

十日の地震記事と十一日の「龍上り」記事が別の箇条に記される
･･･「龍上り」とは

「たつ【⻯】（１）大気の渦で⽔や砂などが巻き上げられる現象。
⻯巻」（『日本方言大辞典』）

＊『佐渡国略記』での使⽤例
・去秋龍上り寺痛候ニ付、（享保９年４月）
・同十六日夜⼋ツ時、龍上り諸屋根痛（享保13年１月）
・近世の他の史料事例をふまえると、「登龍」「龍上り」は津波ではなく
⻯巻である⇒地震の震源が佐渡沖ではない可能性

1779年佐渡の地震津波の検証



千島海溝沿いの巨大地震津波災害軽減に向けた総合研究
5(3)
HKD_07

千島海溝

2019～2024年の根室沖海底地殻
変動観測の解析から、海溝軸近傍
でプレート相対運動に近い速度が
確認され、浅部プレート境界の強い
固着が示された。17世紀以降この
状態が続いたとすると、すべり欠損
は20 m超に達し、超巨大地震・巨
大津波の切迫性を示す重要な知見
である。



大規模噴火

重力観測で明らかになった桜島内部の質量増加
5(5)
DPRI_11

桜島における重力観測により、浅部マグマだまり内部において体積変化や地殻変動を伴わ
ない質量増加があったことがわかった。これは、新鮮なマグマが脱ガス・高密度化し、この
脱ガスマグマが桜島直下に蓄積していることを示す。

桜島での重力変化
（1975～1992年）



ドローンを用いた火山観測の新展開
5(6)

UTS_06, TIT_01, KOBO_15

高リスク

小規模噴火

・霧島硫黄山における H2S 放出量定量に成功
・DOAS から求めた SO2 放出量に整合

UAV+VSAS (+地表面徒歩) で
観測された H2S 分布断面

VSAS

UAV

○ 水蒸気噴火に特徴的なH2S放出量の測定

・1〜2 m/s（60〜120 m/分） ・対地 80–140 m

○ 地下浅部の比抵抗構造変化を検出

センサ

UAV

草津白根山での観測

人工電流由来の信号を上空からの検出に成功

・2025/9/26 設置，2000mの冬山を越冬
・活動に応じて安全迅速に運用可能

○ 冬季を通じた遠隔ドローン運用実験

巡回航路の例

ドローン基地

霧島硫黄山での観測

噴火予測に貢献するデータを、ドローン
を用いて安全、迅速、高頻度で観測する
ための実験観測を進めた。
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